
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

一

一

号

統
一
地
方
選
挙
投
票
日
直
前
に
児
童
・
生
徒
に
配
布
さ
れ
た
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す

る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

市

早

苗
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統
一
地
方
選
挙
投
票
日
直
前
に
児
童
・
生
徒
に
配
布
さ
れ
た
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す

る
質
問
主
意
書

統
一
地
方
選
挙
の
期
間
中
で
あ
っ
た
平
成
二
十
三
年
四
月
六
日
付
で
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
名
で
、
全
国
の
教

育
委
員
会
教
育
長
や
知
事
等
に
宛
て
た
文
書
が
発
出
さ
れ
た
。

初
等
中
等
教
育
局
長
の
文
書
に
は
、
「
新
学
期
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ
」
と
題
す
る
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
及
び
�
木
義
明
文

部
科
学
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
「
各
学
校
の
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
等
に
行
き
渡
る
よ
う
、
特
段
の
御
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
例
え
ば
大
阪
市
教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
六
日
付
で
各
学
校
長
宛
に
「
各
校
園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
始
業
式
の
講
話
や
学
級
指
導
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
で
適
切
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
児
童
、
生
徒
一
人
一
人
に

配
布
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
た
文
書
を
発
出
し
た
。

菅
内
閣
総
理
大
臣
名
入
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
は
、
小
学
生
用
、
中
学
生
・
高
校
生
用
の
二
種
類
で
あ
り
、
入
学
・
進
級
へ
の

祝
意
の
他
に
東
日
本
大
地
震
被
災
者
へ
の
配
慮
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
「
各
学
校
の
児
童
生
徒
に
行
き
渡
る
よ
う
」
に

配
布
し
な
く
て
も
、
教
員
が
口
頭
で
指
導
す
れ
ば
足
り
る
内
容
で
あ
る
。

一



ま
た
、
仮
に
一
部
の
心
無
い
人
に
よ
る
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
へ
の
嫌
が
ら
せ
に
対
応
す
る
こ
と
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
目
的
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
発
出
時
期
が
遅
過
ぎ
、
配
慮
を
求
め
る
べ
き
対
象
が
狭
過
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

統
一
地
方
選
挙
投
票
日
を
数
日
後
に
控
え
た
時
期
に
、
民
主
党
代
表
で
も
あ
る
菅
総
理
大
臣
名
入
り
の
文
書
を
、
児
童
・
生

徒
が
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
形
で
配
布
し
た
行
為
は
、
党
利
党
略
に
過
ぎ
ず
、
不
適
切
な
も
の
だ
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
が
四
月
六
日
付
で
全
国
の
教
育
委
員
会
教
育
長
等
に
前
記
内
容
の
文
書
を
発
出
し
た
行

為
は
、
内
閣
総
理
大
臣
や
文
部
科
学
大
臣
等
、
政
治
家
の
指
示
に
よ
る
も
の
か
。

二

前
問
に
つ
い
て
、
仮
に
政
治
家
の
指
示
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
・
生
徒
に
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
決
定
し
た
者
、
各
都
道
府
県
へ
の
通
知
を
指
示
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
誰
か
。

三

「
新
学
期
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ
」
と
題
す
る
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
毎
年
、
「
各
学
校
の
児
童
生
徒
及
び
教
職

員
等
に
行
き
渡
る
よ
う
、
特
段
の
御
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
局
長
文
書
と
と
も
に
発
出
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

四

仮
に
毎
年
の
こ
と
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
何
故
、
今
年
は
発
出
さ
れ
た
の
か
。
仮
に
東
日
本
大
地
震
の
発
生
が
理
由
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
過
去
の
大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
と
は
違
う
対
応
を
行
う
理
由
は
何
か
。

二



五

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
と
、
教
員
が
口
頭
で
指
導
す
れ
ば
足
り
る
内
容
で
あ
る
が
、
「
各
学
校
の
児
童
生
徒

に
行
き
渡
る
よ
う
」
に
と
、
配
布
を
促
す
よ
う
な
局
長
文
書
を
発
出
し
た
理
由
は
何
か
。

六

当
時
は
、
電
力
供
給
力
不
足
、
油
不
足
、
水
不
足
、
紙
不
足
が
深
刻
で
、
飲
料
水
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
貼
る
ラ
ベ
ル

用
の
紙
で
さ
え
不
足
し
、
統
一
地
方
選
挙
候
補
者
も
ビ
ラ
の
印
刷
や
選
挙
カ
ー
の
運
行
を
減
ら
す
な
ど
資
源
消
費
を
控
え
る

状
況
に
あ
っ
た
。
コ
ピ
ー
機
使
用
電
力
や
コ
ピ
ー
用
紙
の
浪
費
を
促
す
結
果
を
招
い
た
政
府
の
指
示
は
、
的
確
だ
っ
た
と
考

え
る
か
。

七

全
国
で
何
校
の
学
校
が
、
菅
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
・
生
徒
に
配
布
し
た
の
か
。

八

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
菅
内
閣
総
理
大
臣
名
入
り
で
あ
る
必
要
性
は
何
か
。
内
閣
総
理
大
臣
名
を
記
す
こ
と
に
よ
り
期
待
で
き
る

教
育
効
果
を
伺
う
。

九

局
長
文
書
及
び
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出
時
期
が
四
月
六
日
で
あ
っ
た
理
由
は
何
か
。

十

統
一
地
方
選
挙
投
票
日
を
数
日
後
に
控
え
た
時
期
に
民
主
党
代
表
で
あ
る
菅
�
人
氏
の
氏
名
が
記
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
・
生
徒
に
配
布
す
る
こ
と
が
、
統
一
地
方
選
挙
の
公
平
性
を
損
ね
る
こ
と
は
皆
無
だ
っ
た
と
考
え
る

か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


